
 

 

                                      校長 西尾 英憲 

平成最後の体育大会、半分ではなく、全部青い空の

もとで開催することができました。生徒達は、１学期

の後半から、競技に応援に、雨にも集中をきらさず、

仲間と声を掛け合い、肩を組み 優勝を目指して仲間

と絆を深めてきました。生徒会スローガンを「今輝一

番 ～その一瞬に思いを込めて～」として、服装・時

間行動・整理整頓・掃除・係や当番活動などをきちん

と行ってきました。また、最高の舞台を自分たちの手

で創り上げようと係活動に取り組み、生徒による大会

運営を行うことができました。 

当日の競技では、基本に忠実なプレーで善戦した１年生。多人多脚で同タイムをたたき出したまと

まりの2年生、そして、多人多脚、大縄跳びで、１，2年生に一つも負けることのなかった貫禄の3

年生。アイデアを凝らした紅白両軍の応援など、生徒それぞれが持ち味を出し、輝いた体育大会にな

りました。参観された保護者や来賓の方からは、次のような感想をいただきました。 

◆生徒一人一人が全力でグランドを走り回り、競技にも運営にも大活躍だったと思います。練習期

間から雨で大会も2日延期され、それでもこれだけできたという結果を自信に変えて、これから

の中学校生活に生かして下さい。保護者 

 大会当日、天気に恵まれ思いっきり競技する姿を見られてよ

かったと思います。当日まで雨が多く、子どもたちの練習量

を心配していましたが、競技はもちろん、各係の仕事をきち

んとこなし、みんな輝いていました。明智中の行事は、どれ

も生徒が主体で運営されており、大変よいと思います。先生

方と生徒達の間に信頼関係があってできることだと思い、先

生方には感謝しています。保護者 

 雨も多く練習もほとんどできていない状況の中、それでも立派に下級生をまとめ、本当に素晴ら

しい体育大会が見られ、3年間の中で一番心に残る体育大会となりました。応援においても少な

い日数の中での練習だったと思いますが、両軍ともまとまりがあり、本当にかっこよかったで

す。”今輝一番”スローガンのように一人一人が輝けた体育大会だったと思いました。保護者 

 １種目毎に進行役、アナウンス、種目担当の生徒が自分の役割をはっきりと適切に進めていて感

心しました。種目の終わりまで生徒一人一人が真剣に取り組んでいて感心しました。他の学年の

種目についてもそれぞれ応援している姿勢も素晴らしいと思います。 来賓 

 人数の少なさにビックリしましたが、自分の仕事は自分で、仲

間が困っていたら助けることができており、すごいなと思いま

した。また先輩、後輩の仲の良さは親としてすごくうれしいで

す。先輩とあんな仲良く話しているわが子を見て、話しかけて

くれている先輩には感謝でしかありません。ありがとうと思い

ました。我が子が先輩になった時、後輩への配慮できるよう見

習ってもらいたいです。保護者 

多くの方から生徒ばかりでなく職員への温かなメッセージも頂きました。中学校と保護者、地域で一緒

に生徒を育てることができていると感じています。また、大会順延でご迷惑をおかけしましたが、保護者、

地域の方々にはご理解をいただき深く感謝いたしております。本当にありがとうございました。 

大志 ～もっとよい自分 もっとよい明中～ １ ０ 月 
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